別紙様式２
２×４住宅部材の開発事業実施計画書
	１．事業実施主体の概要

	団体等の名称
	
	設立年月日
	

	代表者
	
	資本金
	

	職員数
	

	所在地
	住　所
	〒

	
	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	主な業務内容
	

	本事業の
実施体制
	専門的技術者の配置
資格名(　名)
	

	
	事業担当責任者

役職名及び氏名
	

	
	
	E-mail：　　　　　＠

	
	その他の

事業担当予定者名
	

	
	経理担当者の配置
	経理担当者
	

	
	
	経理規定等の有無
	有　無

	 直近３年間分の財務データ

	
	売上高(千円)
	経常利益(千円)
	自己資本(千円)

	１９年度
	
	
	

	２０年度
	
	
	

	２１年度（予定）
	
	
	


  注１：その他事業担当予定者名は事業担当予定者全てを記入する。
    ２：事業担当予定者が課題提案書を提出する際に未確定の場合には、ほか○名と記入し、未確定者の調達方法を明記すること。（例：臨時雇用○名を予定）
２　事業の内容
	（１）．事業名

	

	（２）　事業分野（該当する分野にレ点を記入して下さい。）

	□ランバー分野　　　
□合板・パネル分野

	（３）．事業の目的・必要性

	

	（４）．事業の内容等（事業の具体的な内容について、以下の項目に即して具体的に記載して下さい。）

	①事業の内容（事業内容を達成手法を含め、具体的に記載）
②応募者のこれまでの取組み（あれば記載）

③事業の新規性・先導性又は波及性・普及性（事業の内容、成果の新規性や他の参考となるような先導性、あるいは他への波及・普及の可能性について記載）



	（５）．事業の効果（地域材需要拡大への効果、雇用創出等、事業実施によって得られる効果を記載）

	

	（６）事業実施体制、事業実行のスケジュール等

	①事業実施体制（開発委員会の設置等、組織間、事業者間の連携体制・役割分担、研究機関等からの支援体制など、事業を実施するために必要な体制を具体的に記載して下さい。）

②スケジュール（試験体設計、性能試験、結果分析、マニュアル化等事項ごとにスケジュールを具体的に記載して下さい。）


	（７）他の補助金等の有無（本事業以外に本件に関連して、現在、国・地方公共団体等から受け入れている補助金又は申請している補助金があれば、その内容を記載して下さい。

	


３．事業実施予算書

経費内訳

	費　　目
	金　　額（円）
	摘　　要

	①技術者給
	調査関連

試作品製作関連

マニュアル化
	
	

	②賃金

	調査、資料収集、整理補助
試作品製作補助

試験補助


	
	

	③謝金
	委員謝金

技術指導等専門家謝金


	
	

	④旅費
	委員旅費

技術指導旅費

打合せ、調査等旅費

	
	

	⑤需用費
	材料費

消耗品費
会議費

報告書印刷費

通信運搬費
	
	

	⑥役務費
	委託によらない試験体製作、試験調査料等

	
	

	⑦委託費
	製品試験等委託費料
その他委託費


	
	

	⑧使用料及び賃借料
	試作品加工装置、試験機器等借上料
委員会等会場借上料

車輌等借上料


	
	

	合　　計
	
	


※摘要欄には、積算内容を記載してください。

注：技術者給の単価は下記の式により算出した技術者俗人毎の単価とする。
①基本給相当額＋②諸手当＋③賞与相当額＋④事業主負担額
	⑤年間可能従事日数


①基本給相当額（時間外、休日及び深夜の労働についての割増賃金は含めない。）
②諸手当（役職、資格、通勤、住宅、家族、その他）
③賞与相当額

④事業主負担
（健康保険、厚生年金保険、雇用保険、労災保険、介護保険、児童手当）

⑤年間稼働日数(就業規則で定めた年間就労日)＝365日－（土・日＋祝日＋年末年始休暇）
⑥単価は100円未満を切り捨てにし、100円単位とする。
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